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Ⅰ　はじめに

　本稿は、コーチングについて考察するものであ

る。しかし、一般的なコーチングとは一線を画し

たものである。ジョン・グリンダー博士とカルメ

ン・ボスティック・サンクレア女史が開発した

ニューコード NLPコーチングと呼ぶものである。
クライアントが内容（コンテキスト）を話さず

ともコーチングが可能なこの手法は、自分の内面

のことを他人に積極的に話したがらない日本人に

合っているものと考える。また、特定のコンテン

トに依存しないプロセス・モデルのコーチングで

あり、介入の方法の選択肢が多彩な点や、グリン

ダー博士の「ミニマリズム（最小限主義＝最小限

の要素で最大限の効果を達成することを目指す概

念）」の考えに沿って開発されている点も評価で

きる。本稿では、このコーチング手法を日本で初

めて体系的に紹介し、その可能性を考察するもの

である。

Ⅱ　�NLP のコードエラーとニューコードNLP

　1972年に出会ったジョン・グリンダーとリ
チャードバンドラーは、1975年にアメリカのカリ
フォルニアで、ニューコード NLPの前身といえる
NLP（神経言語プログラミング）の体系化をした。
その後、グリンダー博士は、NLPにコードエラー

1）  他のコーチング手法にも同じ問題があるものと筆者は考える。
2）  この章のニューコード NLPの歴史に関する記述は、中島志保「ニューコード NLPブログ」から引用した。
　 また、グリンダー博士は、「クラシック・コード NLPは、コード化のエラーです。しかし、クラシック・コード NLPを完全に否
定するのではなく、新旧コードの適所適材的な使用を奨励します。」とコメントしている（同ブログより）。

を発見し、ニューコード NLPを開発した。従来の
NLP（クラシック・コード NLP）では、「現在の
状態」、「求める状態」、「リソース」などコーチン

グで重要になる要素を選択する責任をクライアン

トの意識に任せている。問題や悩みを抱えている

クライアントの意識はそもそも制限されており、

クライアントに重要な要素を意識的に選択させる

ことは適切ではない。クライアント自身による抵

抗を生み出す可能性も高い。また、クラシックコー

ド NLPでは、無意識の領域に対する明示的な関与
がない。演習の中で無意識の関与がなければ、普

遍的な情報の源泉から解決方法を見つけ出す機会

が奪われる。さらに、クラシックコード NLPで
は、演習の焦点が行動のレベルに当てられるのに

対して、ニューコード NLPでは、演習の焦点は、
行動のレベルではなく、意図のレベルに当てられ

る。その理由は、どんなにネガティブに思われる

行動でも、必ずポジティブな意図があるという前

提の上にモデルが作られているためである。グリ

ンダー博士は、NLP（クラシック・コード NLP）
にこのようなコードエラー 1）を発見し、1986年に
ニューコード NLPという名称を使い始めた 2）。

　このニューコード NLPを活用したコーチング手
法がニューコード NLPコーチングである。筆者
は、ジョン・グリンダー博士とカルメン女史によ

る 6日間のニューコード NLPコーチング・セミ
ナー（2012年 4月～ 5月、東京）、6日間のジョン・
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グリンダー博士によるニューコード NLPコーチン
グ・セミナー（2016年 5月、東京）を受講した 3）。

本稿はその 2回にわたるセミナーの内容を中心に
説明し、その手法について考察していくものであ

る。まず、コーチング・セッションの具体例をメ

タファーとして紹介する。

Ⅲ　�メタファー（コーチング・セッションの例）

　2016年 5月のセミナーで、グリンダー博士は、
まだうまくいっていない 6人のクライアントを
受講生に書き出させ、その中から最もラポールを
とるのが難しい 1人を選び、クライアント役の人
とラポールをとるエクササイズを受講生にやらせ

た。翌朝、そのエクササイズで難航したケースを

教えてくださいと受講生に質問した。受講生から

出された難航したクライアントとのコーチング・

セッションに関して、グリンダー博士は即興で

セッションの例を話し続けた。その中から 3つの
ケースをメタファーとして紹介する。なお、ニュー

コード NLPコーチングに特有の概念や方法（太字
にした）は次章以降で説明し、3つのメタファーは、
第Ⅶ章で考察する。

1．メタファー 1（コーチング・セッション 1）
　「問題（課題）」を抱えたクライアントが来たら、

その「変化を起こしたい状況」（コンテキスト）
を設定してもらい、一度、その状況に入ってもら

う。そして、その状況から出た後、「シェイク」（「ブ
レーク・ステート」）してもらう。続いて、コーチは、
クライアントが「求めるステート」を作るように

誘導する。「ニューコード・ゲーム」をやらせて
も良いし、本人の体験から必要なステートを持っ

てきて（「アンカリング」を使って）も良いし、「ブ
レス・オブ・ライフ」のエクササイズをやっても
よい。そして、求めるステートを維持したまま、

もう一度先ほどの状況に入ってもらう。すると、

もはやその状況は「問題」の状況ではなくなって

いる。

3 ） 筆者（加藤）は、「ニューコード NLPコーチング・トレーナー」と「ニューコード NLPトレーナー」の資格を有している。

2．メタファー 2（コーチング・セッション 2）
　「ここに来たくなかった」と言うクライアント

は、話すことすら嫌だという様子である。

　そのクライアントに対して、コーチは、（バカ

らしいといった様子で）次のように質問する。

　「では、あなたは、どうしてここに来たのです

か？」

　「あなたは、他の人に言われたら、ここに来る

のですか？」（少し挑発気味に）

　「じゃあ、どういう人の言うことに従って、ど

ういう人の言うことに従わないのですか？」

　「家族に具体的にどんなことを言われて、ここ

に来たのですか？」

　「あなたの家族はあなたを愛していると思いま

すか？」

　「家族はあなたにポジティブな感情をもってい

るのです。」（と言い、）

　「あなたの家族がそこにいますよ。」（と、イメー

ジさせる）

　「そこにいる家族の声を聴いてみてください。

どういう言葉を使って、あなたを説得したので

しょうか？」

　「あなたのどのような行動のどういうところを

彼らは一番心配しているのでしょうか？」（「第 3
ポジション」から見せるようにする）
　「その心配されている行動は、『私にとっては良

いことなのだ』ということを家族に伝えてくださ

い。」

　そして、「ここで、その行動をとってみてくだ

さい。」とそのクライアントに行動を見せてもら

うよう促す（デモンストレーションのもっている

情報量は、言葉で説明するよりも多い）。

　「あなたの家族が混乱するのは分かりました。」

　「家族はあなたの意図を知らないのです。」

　「私がその意図を理解するのを助けてくださ

い。」

とその行動の裏にある「意図」を聞き（論理レベ

ルを 1つ上げ、クライアントの行動の意図を探る）、
「Nステップリフレーミング」を行っていく（5分
くらいで、コーチは、介入していけばよい）。ク

ライアントが反対しなければ、行動の裏にある意
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図を満たす新しい行動様式を作るところまでもっ

ていける。

　時には、「あなたがここに来た目的を達成する

までは帰れませんよ」ということを伝えるために

部屋の鍵を閉めて、鍵をポケットにしまう動作を

するかもしれない（倫理的に許される範囲内で）。

　

3．メタファー 3（コーチング・セッション 3）
　心を閉ざしがちな男性クライアントが来る。彼

の妻がスピリチュアルな世界に傾注しすぎてお

り、男性は、夫として辟易しており、「家に帰り

たくない」と言う。彼の呼吸は浅い。

　クライアントはコーチに話を聞いてもらいたい

と思っているようだが、「ニューコード・ゲーム」
をしようと提案しても、拒絶した。さあ、コーチ

としてどうするか、というケースである。

　「奥さんのどんな部分が嫌いなの」と聞く。

　「あなたは、〇〇という花の香りが好きです。

でも、奥さんはその匂いを嫌っている。そのこと

は一緒に夫婦でいられないということなのでしょ

うか？妻と夫は常に思いを共有しないといけない

のでしょうか？」

　夫が少しこの話を理解したら、介入（コーチン

グ）を開始する。

　「あなたは、古い奥さんを取り戻したいと思っ

ているのでしょう？」と聞く。

　あるいは、「彼女に、スピリチュアルなことを教

えてもらってはどうなのでしょうか？カップルと

して、彼女のやっていることを良い悪いと言う前

に、一度やってみませんか？」「奥さんから学べ

たことは今まで一度もないのですか？いろんなこ

とを奥さんから発見してきたのではないですか？

もう少し調べてみたらどうなのでしょうか？」な

どと提案する。

　あるいは、彼のステートを変えるために、いき

なりボールを彼に投げたりするなどシンプルな

ゲームをしてみる。すると、彼の呼吸が変わる。

　あるいは、「そこの壁で、逆立ちしますか？」

と聞く。または、「チベット語で喋ってください。」

と言う（不合理な「パターン中断」を試してみる）。
彼は笑い出すかもしれない（「笑いはセラピーで

ある。コーチは『不条理な舞台』の上に立ってい

る」）。

　または、彼を「第 3ポジション」に連れていく。
彼と彼女に昨日起きた出来事を思い出してもら

う。それを動画にして、「第 3ポジション」から
彼に見てもらう。

　「2本の別々の道が見えるとしましょう。1つは
奥さんを拒絶している道。どれくらいその道が続

いていますか？もう 1つは、奥さんのやっている
ことを調査している道。その道が見えますか？」

と聞いて、彼の様子を観察する。

　あるいは、「奥さんが新しいことを学んでいる

意図は何でしょうか？」と聞いたり、

　「あなたは怖いのでしょうね？あなたは世界を

止めようとしているのですね？」と聞くこともで

きる。

　さらには、「古い妻から新しい妻になってしま

いました。夫にはたくさん質問があるようです。

夫はうまく伝えられないので、私が彼の代わりに

聞いてみますね。」と言って、妻をイメージさせ

たうえで、コーチは夫の座っていた椅子（第 1ポ
ジション）に座り、夫はコーチの座っていた椅子
（第 3ポジション）に座らせることもできる。
　あるいは、「タスク」を渡すこともできる。タ
スクの目的は言わなくてよい。「倫理観に反さな

い限り、やってくれますね？」と先に約束させる。

　本人同士を呼ぶのが一番早く変わるので、2人
を呼んで、ボートをイメージさせて、1人 1本櫓
を持ってボートを漕ぐように指示する（「生きて
いるメタファー」である）。2人乗りの自転車を漕
がせるというメタファーでもよい。

Ⅳ　ニューコードNLP コーチングの全体的戦略

　ここでは、ニューコード NLPコーチングの全体
的な戦略を紹介していく。

1．コンテント・モデルとプロセス・モデル
　2016年のセミナーで、ジョン・グリンダー博
士は、次の 2つの図を板書しながらニューコード
NLPコーチングの手法を紹介した。
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図 1　コンテント・モデル

　　　　　　コンテント

×  目的地

　×は、現在地を表しているものと考えられる。

「コンテント」とは、ダンスであれば、クラシッ
クダンスなのかジャズダンスなのかモダンダン

スなのかということだとグリンダー博士は説明し

た。

図 2　プロセス・モデル

　　　　　　ステート

×  目的地
　　　　　　コンテキスト

　上の図の中の「コンテキスト」とは、いつ起きた、
何が起きた、どこで起きたのかというようなこと

をいうとグリンダー博士は説明した。

　1人の受講生が「コーチとは、クライアントの
望ましいと思われる方向にコントロール、リード

しようとするのですか？」と質問したのに対して、

グリンダー博士は、「『コントロール』というのは

幻想だと思います。」「あなたは代謝を自分でコン

トロールしていますか？」と言ったうえで、次の

ように答えた。「『コントロール』という言葉の代

わりに、『影響する』という言葉に替えるのです。」

「つまり、コーチがクライアントのステートを操

作（マニュピレート）するのです。それによりク

ライアントに影響を与えるのです。コーチはプロ

のマニュピレーターなのです。」

　コンテントを操作することで、良い影響を与え

ることはできず、プロセスを操作することで良い

影響を与える。ニューコード NLPでは、コーチは、
プロセスをクライアントに渡せればよい。クライ

アントが「ハイパフォーマンス状態」になったと
きには、問題なんてあり得ないと思えるからだ。

ニューコード NLPは、コンテント・モデルではな
く、プロセス・モデルである。

2．ローカル列車とブルトレイン（新幹線）
　グリンダー博士は、ローカル列車とブルトレイ

ンのたとえをセミナーの中でよく出す。ブルトレ

インとは新幹線のようなもので、早すぎて何を

やっているかはわからないが、目的地には素早く

着く。他方、ローカル列車の方は何をしているか

よくわかるがゆえに目的地に着くのは遅い。

　2013年のセミナーでは、左脳的な介入方法を、
ローカル列車といい、右脳的な介入方法をブルト

レインだと説明した。

　ニューコード NLPコーチングでは、ローカル列
車だけでなく、「ブルトレインの切符も売ってい

る」。さきほどのメタファー 1（コーチング・セッ
ション 1）で紹介したようなケースはブルトレイ
ンのケースといえる。2016年にグリンダー博士
は、ローカル列車で行くかブルトレインで行くか

（コーチング・セッションの「スピード」）もクラ

イアント本人に選択権を与えるべきだと話した。

また、クライアントが、ブルトレインが良いと言っ

た場合は、クライアントにとって「安全な場所」

を作ってくださいとも付け加えた。

3．コーチのチェックリスト
　コーチのチェックリストとして、グリンダー博

士は、（1）コーチのステート、（2）クライアント
のステート、（3）ラポールの 3つを挙げる。まず、
ステートは「王様であり、女王様です。」と言い、

その重要性をグリンダー博士は強調する。「ステー
ト」とは精神と身体の状態のことを指す。一般的
に、怒っているときは、眉間に皺が寄り、肩をい

からせ、呼吸は荒くなっている、視界は狭くなっ

ており、思考の選択肢が狭まっている。このよう

な状態を「ステート」と呼ぶ。

　また、「ラポール」は、無意識の交流であり、
クライアントの無意識にコーチはタッチするとグ

リンダー博士は説明した。つまり、無意識と無意

識の交流をするのである。

（1）コーチのステート
　グリンダー博士は、「コーチには一貫したステー

トが求められる。」「コーチは自分自身の無意識と

つながっていて欲しい。」と言った。

　また、グリンダー博士は、2012年のセミナーで、
「コーチはストレスでパンパンになった時、どう

したらよいのか、どのように身体をきれいにした
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ら良いのか」と受講生に問いかけた。そして、「自

分の身体と仲良くなって（セルフ・カリブレー
ションして）おいて、敏感になっておく。そして、
意識的に呼吸をする。すると身体の状態が変わる

（「卓越性の連鎖」）。あるいは、自分の身体を予防
的にスキャンすることもできる。私の身体は今、

ストレスがありますか、と無意識に聞くこともで

きる。」と話した。

（2）クライアントのステート
　クライアントのステートの情報をどうやって知

ることができるのかは後述する（Ⅵ章 3）。

（3）ラポール
　ニューコード NLPにおけるラポールとは、「無
意識的注意を引きつけて維持する能力」「ひとり

の人間の無意識と、もうひとりの人間の無意識が、

つながっていること」4）である。ラポールには、肯

定的ラポールもあれば、夫婦喧嘩などのように否

定的ラポールもある。ラポールを確立するための

方法については後述する（Ⅵ章 1）。

4．適切で効果的な介入のために必要な情報
　適切で効果的な介入をするために必要な情報と

しては、（1）クライアントのステートと（2）コ
ンテキストがある。クライアントの目的地をコー
チは知る必要はない。クライアントは無意識では

目的地を知っている。

図 3　プロセスモデル

　　　　　　ステート

×  目的地
　　　　　　コンテキスト

　コーチは、クライアントに適切なコンテキスト

さえ提供できればよい。コーチはコンテキストの

内容を全く知る必要がないし、クライアントのコ

ンテキストに入りこまなくてよい。クライアント

4）  中島志保（2016）17頁
5）  受講生は、①コンテントを押し付けない、②コーチの価値観で引っぱらない、③パートナーシップを維持する、④ハイパフォー
マンス状態で臨む、⑤コーチは一貫性を保つ、⑥クライアントとラポールを保つ、⑦クライアントの自立を大切にする、⑧クライ

アントに選択肢を渡す、⑨クライアントにタスクを提供する、⑩守秘義務などをホワイトボードに書きだした。

をただ「カリブレーション」すれば良い。クライ
アントがコンテキストに入れば、身体が変化した

ことをカリブレーションできる。

Ⅴ　コーチング・セッションの 7ステップ

1．コーチング・セッションの 7ステップ
　グリンダー博士は、2016年のセミナーで、コー
チング・セッションの 7ステップを以下のように
板書した。

（1）契約関係／ラポールの確立
（2）関係性のリフレーミング
（3）意識的／無意識的情報を引き出す
（4）ゴール・目的・意図／明確なゴールを設定

する

（5）アクション・プランを作る
（6）コミットメントを得る
（7）フォローアップ

2．コーチング・セッションの 7ステップの内容
　ここでは、コーチング・セッションの 7ステッ
プを、グリンダー博士とカルメン女史が 2016年
と 2012年のセミナーで説明した内容を中心に紹
介していく。それにより、ニューコード NLPの特
徴がさらに明確になるだろう。

（1）契約関係／ラポールの確立
　契約関係に関して、2016年のセミナーで、グリ
ンダー博士は、クライアントとの間でどういうこ

とに同意したのかを「パラフレーズ」して、確認
すると話した。また、2012年のセミナーでカルメ
ン女史は、「コーチの責任、クライアントの責任」

について受講生に話し合わせた 5）後で、以下のよ

うに話しかけた。

　「私の場合、コーチになろうと思ったとき、怖

いなあと思った。すべての人に対して、すべての

答えをもっていないといけないと思ったから。（で
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も、実際はそうではなく）プロセスを渡せばいい。」

（2）関係性のリフレーミング
　2016年のセミナーで、グリンダー博士は、「日
本人は世界で一番ラポールを理解していると思

う。日本における最も価値のあるものは『和』だ

と思う。しかし、コーチとクライアントとがラポー

ルをとった（クライアントとつながった）後の関

係性については、日本人らしさをなくして欲し

い。」と話した。

　また、カルメン女史は 2012年のセミナーで、
「コーチとクライアントとの関係に関してどのよ

うなメタファーが使えるかを考えて欲しい」と

「メタファー」（コーチとクライアントとの関係の）
を受講生に考えさせたうえで、ディスカッション

させた。また、「あなたは、娘に対する父親にな

りたいのですか、トンネルの向こうの光になりた

いのですか」と問いかけたうえで次のように話し

た。「それらはコーチングの正しい関係ではない。

それらのメタファーではコーチとクライアントが

対等な関係とは言えない。コーチとクライアント

の間が契約関係だということは、パートナーシッ

プだということなのです。」

　その関係を、「ガイド」という概念で答えよう

とした受講生に対しても、「ガイドと言うと聞こ

えはよい。しかし、あなたがガイドだと言ってし

まうと、無意識のプログラムで、沢山の責任をあ

なたが負うことになる。クライアントがゴールに

たどり着けなかったとき、全部あなたの責任にな

る。」と話した。

　また、「人を助けたいから、心理学者、カウン

セラー、コーチなどになる、それはわかる。でも、

その人を助けますよという態度がない方が良いこ

ともある。自立してあなたを必要としない状態に

なることが大事。一緒にあの目的地に行きましょ

うということ。」と話した。

（3）意識的／無意識的情報を引き出す
　2016年のセミナーで、グリンダー博士は、情報
を出すことをためらうクライアントが来たら、シ

6）  受講生からは、①自分の部屋のベッドの上、②おばあちゃんのキッチン、③ハーブ・ガーデン、④玄関の前の空気などが挙がり、
日本的なものとしては、①お香の匂いのするところ、②畳の部屋、③茶室、④ヒノキの匂いのするお風呂などが挙がった。

ンプルでパワフルな安全な場所を作り、その「安

全な場所」のイメージに入ってもらうとよいと話

した。さらに「安全な場所」について受講生のイ

メージをより明確にするために、「あなたにとっ

ての安全な場所と感じるものを何と呼ぶか、考え

てきて欲しい。特に日本的なものを考えてきて欲

しい。」と宿題に出した 6）。

（4）ゴール・目的・意図／明確なゴールを設定する
　ゴールについて、カルメン女史は、「沢山のク
ライアントが、これがゴールですと言ってきた

が、それはゴールではなかった。クライアントが

ゴールだと思っていることをゴールとしてワーク

をやってはいけない。クライアントがゴールだと

いっていることの『意図』を聞かないといけない。

そのゴールが手に入ったら、今、持っていないも

ので手に入るもの（「意図」）は何かを聞く。」と

話した。

　グリンダー博士は、2016年のセミナーで、「意
図について説明して欲しい」という受講生からの

質問に対して、「ターゲット、ゴール、目的・・・

それらの一番上にあるのが意図です。意図は、特
定されたものではない、何をというものが含ま

れないものです。」と説明したうえで以下のメタ

ファーを紹介した。「私は健康でありたい、とい

うのと、ファイブ・トゥエルブ（難しい岩壁）に

登りたいという 2つの例があったとすると、後者
は、特定されたターゲットである。それに対して、

前者は、具体性がない。前者を使った方が早く成

功する。こういうのを意図という。」

（5）アクション・プランを作る
　2016年のセミナーで、グリンダー博士は、アク
ション・プランについては、例えばニューコード・

ゲームを入れればいいと話したが、さらに「相手

が必要としているものを、こちらから提供できる

か、それはクライアントが欲しがっているもので

はない。両者の間には何万マイルもの差がある。」

とも話した。

　また、タスクを与えることも考えられる。タス
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クについては、カルメン女史は 2012年のセミナー
で、「その人のパターンを中断するためのもの」「そ

の人が変化を起こすために、1つ 1つやっていく
ためのもの」と説明した 7）。

（6）コミットメントを得る
　2016年のセミナーで、グリンダー博士は、「あ
なたは、このアクション・プランを実行する気は

ありますか」と聞くことだと話した。

　また、セッションの途中でクライアントがス

タックする（動けなくなる）こともある。そうし

たケースについて、グリンダー博士は、2016年の
セミナーで次のように話した。

　「クライアントが『スタック』したのが分かっ

たら、例えば、クライアントに向かってボールを

投げる。ベイトソンは『まずカオスをつくれ』と

言った。カオスから新しいパターンが生まれるか

ら。」「クライアントがスタックしたら、混乱させ

る。あなたは相手がびっくりするような何かをや

る。するとクライアントはびっくりした顔をす

る。その人のパターンを壊す。それがあなたの仕

事。」「クライアントはマシーンなのです。マシー

ンのように振る舞っている。」「どうして分かって

いることばかりやるのか。分かっていることを安

定させるためにはやらない。あなたの仕事はクラ

イアントに居心地よくさせることではない。悪魔

に餌をやらない。あなたの仕事はクライアントに

変化を起こすこと。」「クライアントが対処できる

方法以上の方法をコーチが知っている。コーチは、

できるだけ多くのアプローチ方法を知っておく必

要がある。パーカッションのカルテットでも、演

奏をストップしてしまったら、音楽が終わってし

まう。相手のパターンを邪魔することをやり続け

る。」「即興演奏のマスターは、自分自身もオーディ

エンスも驚かす。」

（7）フォローアップ
　2016年のセミナーで、グリンダー博士は、フィー
ドバックを使って、アクション・プランがゴール

7）  カルメン女史はタスクについて次のようにも話した。「延期し続ける、物事を始めないクライアントに動き出して欲しいとき、
その人が先延ばししないようにエクササイズを与えること。」また、グリンダー博士は、「コーチがタスクをデザインするときは、

クライアントに何が欠けているのかを自分自身に質問してください。」と話した。

に近づいているかどうか確認することだという話

をした。

Ⅵ　�コーチング・セッションに必要なバック・パッ
ク（必要な道具箱）

　ここでは、ニューコード NLPコーチングのセッ
ションに必要な基礎概念と手法について 7ステッ
プに沿って整理していく。グリンダー博士は、
2016年のセミナーでは、「目的地は山の頂上、安
全に山の頂上にたどり着くまでに必要なものは何

か」と受講生に問いかけた。そして、「バック・パッ

ク」というメタファーも使った。この章は、中島

志保（2016）『ニューコード NLPコーチングトレー
ニングコース　テキスト』から引用する。なお、

概念と手法は 7ステップの特定のステップだけに
使われるものではないが、便宜上ステップごとに

整理していく。

1．ラポール構築に必要な道具
（1）ペーシングとリーディング
　ラポールを形成するための手順は、①ペーシン

グ→②リーディングである。

　ペーシングとは、相手の内的地図に合わせるこ
とをいう。相手の言語パターン（言語）と非言語

パターン（行動）を使って、相手にフィードバッ

クするプロセスのことをいう。コーチは、相手の

言葉と行動のパターンをピックアップして、自分

の言葉と行動を一致させる柔軟性が求められる。

　言葉によるペーシングには、バックトラッキン
グ、VAK叙述語マッチングなどがあり、非言語

図 4　ペーシングとリーディング
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によるマッチングには、ミラーリングなどがある。

　リーディングとは、相手の内的地図を拡張する
ことをいう。自分の言葉と行動を、目的に応じて

微妙に変化させて、相手を「自分の望む状態」に

誘導するプロセスのことをいう。

（2）バックトラッキング
　バックトラッキングとは、相手のコミュニケー
ション内容を、相手にそのままフィードバックす

るプロセスである。相手に対して、「あなたの言

葉を受け入れています」というメッセージを無意

識的に伝えることができる。

　バックトラッキングには、①相手の言葉を「そ

のまま」言い返す、②相手の言葉を「要約して」

言い返す、③相手の言葉の「キーワード」を使っ

て言い返す、という 3種類がある。

（3）VAK 叙述語マッチング
　述語は、表出システム（V/A/K8））のどれか 1
つと密接に関係している場合があり、相手の優先

表出システム（V/A/K）を知る手がかりとなる。
VAK叙述語マッチングとは、相手の VAK叙述語
を確認しながら、相手の VAK叙述語に、自分の
言葉をマッチングさせていく。例えば、相手の視

覚的な言葉をマッチングした例は以下のようにな

る。

　Aさん「自分のリビングは、広くて明るい室内に、
白を基調とした家具を設置することが理想です。」
Bさん「Aさんの理想のリビングが目に浮かびま
す。」

（4）ミラーリング
　ミラーリングは、相手の無意識的な行動パター
ンを、鏡に映したように真似して、相手にフィー

ドバックするプロセスである。ミラーリングの対

象としては、①行動のミラーリング（姿勢、ジェ

スチャー、顔の表情）、②呼吸のミラーリング（呼

吸の速度、深さ、タイミング）、③発声のミラー

リング（声の高さ、音声、音量、話す速度、抑揚、

合間）がある。ミラーリングを行う場合は、洗練

さが必要であり、中心視野ではなく、周辺視野を

8）  Ｖは視覚、Ａは聴覚、Ｋは体感覚のことをいう。

使って行う。

2．関係性のリフレーミングに必要な道具
（1）メタファー
　コミュニケーションに秀でた人は、メタファー
を自然に効果的に使っている。メタファーは、聞

き手の無意識的なマインド（主に右脳）に直接的

に訴えかける。

　ミルトン・エリクソンは、クライアントをトラ

ンスに誘導するため、意図的に曖昧な言葉を使用

した。手順は以下のとおりである。

① セラピストは、クライアントに意図的に曖昧な
言葉で語りかける（ペーシング）。

② クライアントは、無意識かつ自由に自分の内的
経験にあてはまる解釈を始める。

③ クライアントは、セラピストの言葉について、
自分の内的体験にあてはまる解釈をしながら意

識が分散されていき、トランス状態になる。

④ トランス状態になると、無意識との交流が深
まっていく。そして、クライアントは、自分の

なかにあるリソースを見つけ始める。

　なお、2016年のセミナーで、グリンダー博士は、
「エリクソンはアドバイスをくれました。物語を

語ってくれました。いつもエリクソンはそうやっ

て答えてくれました。」と話した。

3．意識的／無意識的情報を引き出すための道具
（1）周辺視野
　人間の眼は、中心視野と周辺視野という 2つの
視野をもっている。中心視野とは、視野を中心に

した約 20度の範囲をいう。この視野は、物の形
を細部にわたって判別したり、色を識別したりす

ることができる。他方、周辺視野は、中心視野か
ら外れた上下 130度、左右 180度の範囲をいう。
この視野は、見えてはいるが、物の形はほとんど

ぼんやりとしており、色もほとんど認識できない。

動いている者や点滅しているものなど、時間的に

変化する物に対して察知する能力がある。

　周辺視野を広げることによって、コミュニケー

ション相手の無意識的な動作や表情等をピック

アップする能力が開発される。クライアントの（ス
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テートの）変化のプロセスをカリブレーション（後

述する）することによって、根本的な変容が確認

できる。

（2）カリブレーション
　カリブレーションとは、進行中のコミュニケー
ションにおいて、相手の観察可能な無意識的反応

（行動上のシグナル）を検出し、それらを、特定

の内的な思考反応および情緒的反応と結びつける

ことをいう。対人コミュニケーションに秀でた人

は、進行中のコミュニケーションにおける相手の

内的反応について、先入観を持つかわりに、無意

識的反応（行動上のシグナル）のパターンを示唆

する極微的な変化を読み取ることができる。

　カリブレーションのポイントとしては、周辺視

野を使うことと、相手の外的反応、すなわち身体

変化のパターンを観察することである。相手の外

的反応をひたすら観察することだけを行って、そ

の意味を解釈してはならない。

（3）バーバル・パッケージ
　バーバル・パッケージは、NLPの「メタモデル」
をシンプル化し、洗練させたモデルであり、グリ

ンダー博士とカルメン女史が開発したものであ

る。特にビジネスの状況で使用する目的で開発さ

れた。バーバル・パッケージのプロセスは、①フ

レーミング（枠組みを作る）、②特定質問（名詞

の特定、動詞の特定）、③パラフレーズ（言い換

える）からなる。フレーミングの後、妥当性チェッ

クも行う。

　フレーミングとは、これから行われる会話ある
いは議論のために、明示的な焦点の枠組みを築け

るように、言語的に文脈を操作する技術である。

　名詞の特定とは、名詞が特定できるまで、何度
も特定質問と応答を繰り返すものである。「具体

的に何の（　　　　）ですか？」というように聞く。

　動詞の特定とは、動詞が特定されるまで、何度
も特定質問と応答を繰り返すものである。「具体

的にどのように（　　　　　）するのですか？」

というように聞く。名詞は「意識」に志向性があり、

動詞は「無意識」に志向性がある。

9）   「意図―結果モデル」に関する記述は、中島志保「ニューコード NLPブログ」を引用した。

　パラフレーズは、バーバル・パッケージを使っ
た会話の終わりに、会話をした両方の当事者が、

議論してきた話題に関して、内的地図が整合して

いるか、チェックするためのものである。バーバ

ル・パッケージにおけるパラフレーズとは、情報

の受け手が、情報の送り手が言った内容について、

情報の送り手の使った言葉を反映しない形で、自

分自身の言葉で言い換えて提示しなおすことを意

味する。

　妥当性チェックとは、フレーミングの際に確立
した妥当性条件を満たさない発言が出た時に、議

論をフレームの内側に戻すことを言う。会話の

テーマがずれた時に、テーマを戻すために行うも

のである。

4．�ゴール・目的・意図／明確なゴールを設定す
る

（1）意図／結果モデル 9）

　私たちが、何かを発言したり行動したりする際

に、その発言や行動を行う意図の「さらに上にあ

る意図」を引き出すテクニックがあり、これを「意
図―結果モデル」という。私たちが何か発言した
り、行動する際に、その「さらに上にある意図」

を引き出したものを、NLPでは「高次の意図」「メ
タ・アウトカム」などと呼んでいる。意図の「さ

らに上にある意図」を引き出すには、次のような

質問が有効である。

・ 「あなたにとって、その意図が実現したら、何が
得られますか？」

・ 「あなたにとって、その意図が実現しなかったら、
何が得られませんか？」

・ 「あなたにとって、その意図が実現することには、
どのような意図がありますか？」

　目的をチャンクアップしていくと、高次の意図

を探ることができる。

5．�アクション・プランのために必要な道具
（1）ニューコード・ゲーム
　ニューコード・ゲームとは、クライアントが「知
覚回路（VAK）が完全に活性化した」状態（ハイ
パフォーマンス状態）に誘導するためのものであ
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る。アルファベット・ゲーム、NASAゲーム、ジャ
グリングゲームなどがある。2016年のセミナーで、
グリンダー博士は、ゲームの意図は、ゲームをやっ

ている人のステートを変えることだと説明した。

（2）知覚ポジション
　知覚ポジションとは、自分と他人の関係におい
て、自分が立つことのできる基本的な視点のこと

をいう。特定の状況に対して、異なった視点で見

ることをいう。知覚ポジションの種類としては、

第 1ポジション（自分の視点）、第 2ポジション（相
手の視点）、第 3ポジション（第三者の視点）がある。
　第 1ポジションは、自分の視点のことで、外の
世界を「自分の五感」で表出する。例えば、「私

は〇〇が見えます」というように一人称で表現す

る。第 2ポジションは、相手の視点のことで、外
の世界を「相手の五感」で表出する。例えば、「あ

なたの〇〇が見えます」というように二人称で表

現する。第 3ポジションは、第三者の視点（自分
でも相手でもない人の立場）のことで、外の世界

を「第三者の五感」で表出する。例えば、「彼ら

の〇〇が見えます」というように三人称で表現す

る。

（3）卓越性の連鎖
　卓越性の連鎖とは、パフォーマンスを最適化す
るために利用できる 4つの力点のことをいう。4
つとは、①呼吸、②肉体の状態（生理機能、姿勢

や身体的特徴）、③精神の状態、④パフォーマン

スである。卓越性の連鎖は、最下部から上に向かっ

て考慮すると有益である。

図 5　卓越性の連鎖

（4）ブレス・オブ・ライフ
　ブレス・オブ・ライフは、卓越性の連鎖を活用
した演習である。具体的には以下のように進める。

① コンテキストを作り、第三者の視点からコンテ
キストを見る。

②コンテキストの中に入る。

③ コンテキストから出て、シェイク（ブレーク・
ステート）する。

④ 特定の呼吸のパターンを繰り返す（4つ数える
間鼻から吸って、口から吐く）。

⑤利き手でない方の手をコーチが両手で支える。

⑥コーチは、コンテキストの方にガイドして行く。

　 コンテキストに入ると、普通は呼吸のパターン
が変わるが、コーチは支えている手を使い、そ

れを許さない。

⑦ クライアントは、コンテキストの周囲を右に
回って、左に回ってみて、呼吸のパターンが変

わっていないようならば、コーチはおだやかに

支えていた手を外す。

（5）ブレーク・ステート
　ある神経組織にアクセスすると、その状態が継

続する傾向にある。その状態を解除する、または

状態を切り替えるパターン中断のことを、ブレー
ク・ステートという。ブレーク・ステートを行う
ためには、自分で身体を揺すったり、他者に身体

を揺すってもらったりすると効果がある。

（6）アンカーリング
　「アンカー」とは、ある特定の内的反応を引き
起こすトリガーとなる、ある一定の外的刺激また

は内的刺激のことをいう。ある一定の外的刺激ま

たは内的刺激が、ある特定の内的反応を引き出す

プロセスを「アンカーリング」という。
　古典的条件付け（パブロフの犬）とアンカーリ

ングとの違いは、前者が外的刺激（ベルを聞く）

→外的反応（唾液が出る）という関係になるのに

対して、アンカーリングは、外的刺激または内的

刺激→内的反応という関係になる。

（7）無意識シグナルの確立
　無意識の働きには、「自分の生命を維持する」
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という目的がある。自分の身体の中で、24時間、
知らないうちに働いてくれている。その無意識か

らのシグナルとコンタクトをとれるようにするた

めに「無意識シグナル」を確立する。　
　ニューコード NLPでは、無意識はパートの集合
と考える。例えば、意識で「会社に行かなきゃ」

と思いながら、無意識では「胃が痛い」と感じる

場合、「胃が痛い」というシグナルを送っている

パートとコミュニケーションをとる。

　無意識シグナルの確立の仕方は、例えば、内的

対話を使って、無意識のパーツとコミュニケー

ションをとる。

（8）Nステップリフレーミング
　Nステップ・リフレーミングは、何段階か（N
ステップで）のリフレーミングでクライアントの

否定的な行動を手放すための演習である。Nステッ
プ・リフレーミングの手順は以下のとおりである。

①無意識シグナルを確立する。

② クライアントは、「変えたい行動」の背後にあ
る「肯定的意図」にアクセスする。

③ クライアントは、「変えたい行動」の「代替手段」
を生成する。

④ クライアントは、「変えたい行動」の「代替手段」
を受け入れるかを確認する。

⑤ クライアントは、「新しい行動」のエコロジー・
チェック（周囲や環境に対する影響の事前

チェック）をする。

Ⅶ　メタファーからの考察

　ここでは、日本におけるニューコード NLPコー
チングの可能性について、Ⅲ章で紹介した 3つの
メタファー（コーチング・セッション）をとりあ

げて考察していく。

　メタファー 1（コーチング・セッション 1）では、
コーチは、クライアントの「変化を起こしたい状

況（コンテキスト）」を言葉で聞いていない。ク

ライアントにある特定の場所にその状況を設定し

てもらい、その場所に入ったときのクライアント

の様子を観察するだけである。この方法では言葉

が介在しないため、クライアントのコンテキスト

が言葉によって言い換えられ、変容されることが

ない。そのため一次的体験をコーチングで扱える。

　そして、クライアントのステートを変えたまま

再びその状況に入ってもらうよう誘導する。コー

チは、クライアントに「プロセス」を渡している（プ

ロセス・モデル）。決してコンテキストを操作し

たりはしていない。また、特定のコンテントに依

存していない。そして、非常に短い時間でクライ

アントの変化を実現しようとするセッション（ま

さにブルトレイン）である。

　このようにコンテキストの操作を一切必要とせ

ず、必要最低限の要素で最大限の効果を最短の時

間で発揮しようと意図したプロセス・モデルの

コーチングは、悩みなどを人前で口にしたがらな

い日本人の性格、生活のスピードが速い日本での

生活を考えると、最適な方法だと評価できる。

　また、メタファー 2（コーチング・セッション 2）
では、第 3ポジションに立たせて変化を起こした
い状況を客観的に見せたり、具体的にクライアン

トがその状況でとる行動を実演させたり、その行

動の意図を聞いたりと多彩な方法をグリンダー博

士は紹介した。セッションの焦点も行動にあてら

れるのではなく、その行動の意図にあてられてい

る。そして、その意図を満たす代替的手段を Nス
テップ・リフレーミングで生成し、その手段を受

け入れるかを無意識に確認し、エコロジー・チェッ

クまでする。こうした丁寧な手順により意図を満

たす代替的手段が実行に移される可能性が高くな

る。求める状態をクライアントの無意識に委ねて

いるのも特徴である。

　メタファー 3（コーチング・セッション 3）では、
心を閉ざしているクライアントのパターンを中断

させ、ステートを変える方法（笑いや不条理な劇

場に立つ方法など）や、クライアントの変化を促

す方法（生きているメタファーやタスクなど）に

ついて、様々な方法をグリンダー博士は紹介した。

コーチ自身が無意識につながることにより多彩な

方法が生成される。クライアントも無意識につな

がることにより、「求める状態」やリソースも無

理なく特定され、クライアントに大変にやさしい

方法である。

　このように 3つのセッションの考察からは、こ
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の方法の優れた特徴が確認できる。

Ⅷ　おわりに

　本稿では、ニューコード NLPコーチングを紹介
し、日本におけるその可能性について考察してき

た。最初にニューコード NLPが開発された経緯と
その特徴を論述した。続けて、ニューコード NLP
コーチングの 3つのセッションの例をメタファー
として紹介した。さらに、ニューコード NLPコー
チングの全体戦略とその 7ステップ、セッション
に必要なバック・パックに入れる道具（手法）を

説明した。そして、3つのセッションについて考
察した。それらからニューコード NLPコーチング
は、以下の 7点で大変すぐれた方法だと考察でき
た。
1.コーチが直接コンテキストに入りこまずにコー
チングできるため、コンテキストが言葉によっ

て言い換えられ（変容され）ず、一次的体験を

コーチングで扱える。
2.プロセスをクライアントに渡すプロセス・モデ
ルの手法であり、コンテキストを聞いたり操作

したりする必要がないので解決までの時間が早

い。長期間にわたりコーチングやカウンセリン

グをする必要がなく、忙しい日本社会にも適し

ている。
3.特定のコンテントに依存しない手法なので柔軟
性がある。無意識の働きを最大限活用し、コー

チングの介入の方法の選択肢も多彩である。
4.内容を話さずともコーチングできる手法なので、
自分の内面を他人に積極的に話したがらない日

本人に合っている。
5.セッションや演習の焦点が行動にあてられるの
ではなく、行動の意図レベルにあてられる。そ

のため複数の解決策が可能になり、課題解決の

可能性が高い。
6.「現在の状態」「求める状態」「リソース」など
を「意識」が特定する方法ではない。そもそも

問題や悩みを抱えているクライアントの「意識」

は、そうしたことに適していない。この方法で

は、上記の重要な要素の特定を「無意識」に委

ねることにより、普遍的な情報の源泉にアクセ

スすることができる。
7.グリンダー博士の「ミニマリズム（最小限主義
＝最小限の要素で最大限の効果を達成すること

を目指す概念）」の考えに沿って開発されてお

り、必要最小限のアクションだけで、効果が出

ることが期待できる。

　さらに、第 5章で紹介したグリンダー博士とカ
ルメン女史のコーチングに対する考え方もコーチ

ングに関する本質的な示唆が含まれており参考と

なる。たとえば、コーチとクライアントとの関係

についてメタファーで捉える視点（たとえば、コー

チはガイドではないなど）、クライアントがゴー

ルだと言うことを必ずしもゴールとして捉えるべ

きではないという点、クライアントが欲しがって

いるものを提供するのではなくクライアントに必

要なものを提供すべきという点なども参考にな

る。

　以上の点は、従来のコーチング手法にあまりな

い特徴であり、高い成果も期待できる。特に現代

の日本にこの手法が広まることが期待される。

　今後は、ニューコード NLPコーチングの効果と
他のコーチングの効果とを比較するなど、その有

用性を実証的に考察していくことも必要である。
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